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新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
最
初
の
緊
急

事
態
宣
言
か
ら

１

年

が

過

ぎ

た
。

政
府
や
都
は
国
民
に
お
願
い

を
す
る
ば
か
り
で
責
任
は
取
ら

ず
。
人
出
が
増
え
れ
ば
気
が
緩

ん
で
る
と
国
民
を
批
判
し
、
感

染
者
が
減
少
す
れ
ば
効
果
が
あ

っ
た
と
自
信
満
々
に
胸
を
張

る
。
発
言
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る

の
で
、
み
て
い
る
こ
っ
ち
が
恥

ず
か
し
く
な
る
。

で
は
具
体
的
な
策
は
ど
う
な

の
か
？
飲
食
業
に
だ
け
分
厚
い

補
償
を
お
こ
な
い
、
他
の
業
種

に
は
補
償
な
ど
考
え
て
い
な

い
。
建
設
業
界
も
非
常
に
厳
し

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
改
修
工
事
は

理
事
会
が
行
え
ず
工
事
自
体
が

延
期
。
新
築
現
場
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
不
透
明
な

状
況
と
な
り
、
そ
の
あ
お
り
を

受
け
工
事
量
が
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
仕
事
の
奪
い

合
い
が
頻
発
し
工
事
の
低
価
格

化
に
拍
車
が
か
か
り
危
機
的
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
工
期
や

価
格
の
適
正
化
を
と
、
言
う
の

は
簡
単
だ
が
一
度
下
が
っ
た
単

価
を
上
げ
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
。
実
現
す
る
の
は
程
遠
い
だ

ろ
う
。

話
を
戻
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
も
か
な

り
の
遅
れ
が
生
じ
る
と
の
こ

と
。
現
状
、
最
大
の
抑
止
力
と

し
て
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
。
こ
れ
ま
で
の
対
応
が
散

々
だ
っ
た
政
府
に
期
待
は
で
き

な
い
が
、
そ
れ
で
も
他
に
具
体

的
な
対
策
が
な
い
今
、
期
待
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（

）

定
価
三
十
円

～～～今後の主な日程～～～
4/26なんでも相談（法律）
4/27なんでも相談（税金）
5/9 包丁研ぎ学習会（支部）
5/30住宅デー（各地域）
※拡大関連は２面に→

執
行
委
員
長

土
橋

弘
典
（
さ
く
ら
・
再
）

副
執
行
委
員
長

宮
本

卓
廣
（
上
池
袋
本
町
・
再
）

〃

梅
澤

光
法
（
南
池
袋
・
再
）

〃

桑
山

浩
司
（
椎
名
町
・
再
）

書
記
長

大
浦

康
昭
（
か
な
め
・
再
）

書
記
次
長

川
合

正
人
（
書

記
・
再
）

〃

村
田

勝
利
（
書

記
・
新
）

〃

寺
島

耕
平
（
書

記
・
再
）

常
任
執
行
委
員

山
田

篤

（
さ
く
ら
・
再
）

〃

遠
藤

正
行
（
上
池
袋
本
町
・
再
）

〃

井
上

豊

（
上
池
袋
本
町
・
新
）

〃

山
川

尚
人
（
南
池
袋
・
再
）

〃

川
田

英
明
（
南
池
袋
・
新
）

〃

伊
藤

寿

（
池

袋
・
再
）

〃

末
政

孝
純
（
椎
名
町
・
再
）

〃

佐
藤

和
也
（
椎
名
町
・
再
）

４
月
18
日
に
豊
島
産
業
振
興

プ
ラ
ザ
６
階
に
て
第
67
回
定
期

大
会
を
代
議
員
53
人
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

20
年
度
の
組
合
運
動
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
取
り
組
み

が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
、
人
と

人
が
分
断
さ
れ
る
過
去
に
例
を

見
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

『
仲
間
と
会
っ
て
話
し
合

う
』
と
い
う
我
々
が
日
頃
か
ら

当
た
り
前
に
行
っ
て
き
た
行
動

が
制
限
さ
れ
る
な
か
、
ど
う
や

っ
て
仲
間
の
声
を
聞
き
、
窮
地

に
立
た
さ
れ
た
仲
間
を
守
る
の

か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し

た
。な

か
で
も
『
持
続

化
給
付
金
』
や
『
雇

用
調
整
助
成
金
』
の

申
請
手
続
き
で
は
、

１
０
０
件
を
超
え
る

相
談
に
応
対
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請

手
続
き
に
困
惑
す
る

組
合
員
に
寄
り
添
う

大
き
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
提
訴
か
ら

12
年
間
た
た
か
い
続
け
た
首
都

圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で

は
、
東
京
高
裁
の
判
決
に
対
す

る
国
の
上
告
を
最
高
裁
が
棄
却

し
、
国
の
責
任
が
確
定
し
、
製

造
企
業
の
責
任
の
一
部
を
認
め

た
年
に
な
り
ま
し
た
。

21
年
度
の
運
動
方
針
は
、
組

合
員
の
い
の
ち
と
健
康
を
最
優

先
に
、
『
一
人
に
さ
せ
な
い
』

を
念
頭
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
を
回
避
し
な
が
ら

支
部
役
員
一
丸
と
な
っ
て
、
直

面
す
る
諸
課
題
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

組
織
強
化
で
は
、
組
織
増
勢

と
後
継
者
対
策
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
所
に
所

属
組
合
員
も
含
め
た
様
々
な
世

代
の
要
求
を
汲
み
上
げ
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
体
制
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

産
業
的
課
題
で
は
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
登
録

機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者

の
救
済
基
金
の
創
設
、
地
域
防

災
や
仕
事
確
保
の
取
り
組
み
な

ど
、
労
働
組
合
と
し
て
の
存
在

意
義
を
示
す
行
動
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
導
入
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
保
険
証
一
体
化
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
っ
た

今
で
も
苦
し
む
避
難
者
の
支

援
、
脱
原
発
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
支
部
役
員
の
65
歳

定
年
制
を
実
施
し
て
２
年
目
の

年
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
諸

先
輩
方
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
新
年
度
も
３
人
の
新
た
な

役
員
を
迎
え
入
れ
、
組
合
員
の

要
求
実
現
に
向
け
て
諸
課
題
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

委
員
長

土
橋

弘
典

建設産業民主化飛躍の年へ

退
任
役
員
あ
い
さ
つ

21
年
4
月
を
も
っ
て
本
部
に

異
動
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

豊
島
支
部
に
は
07
年
よ
り
お

世
話
に
な
り
、
多
く
の
組
合
員

・
ご
家
族
の
皆
様
よ
り
書
記
と

し
て
数
え
き
れ
な
い
事
を
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
今
の
私
が
あ

る
の
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
迄
の
貴
重
な
経
験
を

活
か
し
て
今
後
の
書
記
と
し
て

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

佐藤広平

書記次長

新年度役員の決意表明

本部表彰：太田孝司執行委委員（南池袋）

執
行
委
員

さ
く
ら
分
会

澤
田

剛

（
再
）

志
村

照
男
（
再
）

宮
島

秀
樹
（
新
）

上
池
袋
本
町
分
会

若
林

光
徳
（
再
）

武
石

康
志
（
再
）

市
川

和
成
（
新
）

南
池
袋
分
会

太
田

孝
司
（
再
）

儀
武
弘
友
紀
（
再
）

久
保

祐
之
（
再
）

池
袋
分
会

須
藤

一
美
（
再
）

鈴
木
公
一
郎
（
再
）

早
藤

仁

（
再
）

か
な
め
分
会

原
田

陽
広
（
再
）

石
橋

伸
高
（
再
）

椎
名
町
分
会

田
中

承
宏
（
再
）

縣

由
典
（
再
）

松
原

綾

（
再
）

企
業
交
流
分
会杉

原

省
吾
（
再
）

鎌
田

隆

（
再
）

会
計
監
査

土
多

松
雄
（
さ
く
ら
・
再
）

武
田

等

（
南
池
袋
・
再
）

田
中

陽
子
（
椎
名
町
・
再
）

※
敬
称
略

す
。「

人
は
新
し
い
事
に
挑
戦
し

な
い
と
成
長
す
る
の
は
難
し

い
」
皆
さ
ん
と
の
活
動
の
中
で

学
ん
だ
経
験
で
す
。
引
き
続
き

同
じ
東
京
土
建
で
共
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
今
大
会
で
退
任

さ
れ
た
役
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

平
田

誓
（
さ
く
ら
）

前
田

博
久
（
上
池
袋
本
町
）

川
村

雅
彦
（
か
な
め
）

長
年
に
わ
た
り
、
組
合
活
動

に
ご
尽
力
頂
き
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。



分   会 　名 目 　 標 成 　 果

さ くら 10 2

上 池 袋 本 町 7 2

南 池 袋 6 4

池 袋 6 2

か な め 4 1

椎 名 町 7 2

企 業 交 流 5 1

直 　 属 40 27

合 　計 85 41

春 の 月 間 の 目 標 と 成 果

( 2 )

い
か
？
』
と
必
ず
問
い
か
け
ま

し
ょ
う
。
も
し
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
担
当
書
記

と
連
携
を
取
り
、
一
緒
に
対
応

け ん せ つ 北 部 第２６１０号２０２１年４月１７日
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第三種郵便物認可（ ）

を
進
め
て
解
決
し

ま
し
ょ
う
。

ご

存

知

の

通

り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

も
第
４
波
が
到
来

し
、
感
染
が
広
が

り
を
み
せ
て
い
ま

す
。訪

問
行
動
で
は

手
指
の
消
毒
と
マ

ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ

ー
で
は
換
気
を
行

い
、
体
調
に
不
安

が
あ
る
方
の
参
加

や
飲
食
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

【
豊
寿
ク
ラ
ブ
発
】
４
月
12

日
に
支
部
会
館
３
階
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
の
第
16
回
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
事
情
に
よ
り
、
参
加
人
数

を
制
限
し
た
た
め
、
全

体
で
20
名
の
参
加
で
し

た
。総

会
で
は
、
通
例
の

議
事
内
容
の
報
告
や
確

認
の
他
、
参
加
者
全
員

で
マ
イ
ク
を
回
し
、
一

言
ず
つ
話
す
時
間
を
設

け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
生
活
が
制
約
さ

れ
る
中
、
友
達
や
別
々

に
住
む
家
族
に
会
え
な

い
寂
し
い
思
い
を
こ
ぼ

す
声
や
、
工
夫
し
て
組

合
運
動
を
や
る
べ
き
、
あ
る
い

は
、
も
う
少
し
コ
ロ
ナ
の
様
子

を
見
て
大
人
し
く
し
た
方
が
良

い
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
役
員
体
制
は
、
今

年
の
役
員
全
員
が
そ
の
ま
ま
留

任
し
、
分
会
幹
事
が
空
席
だ
っ

た
上
池
袋
本
町
分
会
も
、
新
た

に
星
春
男
さ
ん
を
幹
事
に
選
定

し
ま
し
た
。
い
つ
も
で
あ
れ

ば
、
落
語
や
食
事
会
を
楽
し
む

豊
寿
ク
ラ
ブ
の
総
会
で
す
が
、

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
余
興
は

行
わ
ず
、
用
意
し
た
お
弁
当
を

持
っ
て
帰
っ
て
頂
く
だ
け
の
少

し
寂
し
い
総
会
で
し
た
。

し
か
し
、
当
日
急
に
欠
席
し

た
仲
間
の
余
っ
た
お
弁
当
を
、

即
席
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
の
勝

者
が
獲
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
勝
っ
た
仲
間
も
負
け

た
仲
間
も
、
久
し
ぶ
り
の
仲
間

と
の
交
流
に
み
な
さ
ん
と
て
も

楽
し
そ
う
で
し
た
。

【
女
性
の
会
・
新
井
睦
子
】

３
月
21
日
（
日
）
支
部
会
館
３

階
に
て
女
性
の
会
の
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
分
会
よ
り
３
人

と
支
部
役
員
の
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
し
、
会
員
14

人
書
記
１
人
の
参
加

で
し
た
。
残
念
な
が

ら
支
部
担
当
役
員
は

欠
席
で
し
た
。

基
調
報
告
と
各
専

門
部
か
ら
の
経
過
報

告
、
提
案
が
あ
り
、

20
年
度
決
算
、
監
査

報
告
お
よ
び
21
年
度

予
算
案
の
提
案
が
あ

り
、
質
疑
を
経
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
各

分
会
長
か
ら
の
報
告

で
は
、
手
芸
、
体
操
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
活
動
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
新
役
員
の
選
出
と

承
認
、
挨
拶
の
後
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
採
択
を
行
い
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
で
き
な
い
中
、
活
動
を
模
索

す
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
や
少
人
数
で
の

ミ
ニ
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
収
束
は

見
え
ま
せ
ん
が
、
工
夫
し
て
60

周
年
行
事
や
後
継
者
の
イ
ベ
ン

ト
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

若
い
力
の
結
集
で
、

明
る
い
将
来
を
つ
く
ろ
う
！

【
青
年
部
・
和
田
和
樹
】
３

月
29
日
に
20
年
度
第
13
回
豊
島

支
部
青
年
部
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

が
広
が
る
な
か
で
し
た
が
、
本

部
よ
り
新
島
副
部
長
（
練
馬
）

も
か
け
つ
け
、
支
部
か
ら
は
部

長
・
副
部
長
を
含
め
て
５

人
が
参
加
開
催
し
ま
し

た
。20

年
度
の
初
頭
か
ら
、

恒
例
の
新
入
部
員
歓
迎
会

や
、
忘
・
新
年
会
な
ど
の

取
り
組
み
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

秋
に
な
り
な
ん
と
か
開

催
で
き
た
新
入
部
員
歓
迎

会
歓
で
は
１
人
の
初
参
加

者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
部
会
の
定
例

開
催
も
難
し
い
で
す
が
、
こ
ん

な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
若
手
組

合
員
の
要
求
を
集
約
し
て
青
年

部
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

活
動
家
の
掘
り
起
こ
し
も
含

め
、
今
後
は
積
極
的
に
他
団
体

と
の
交
流
を
行
い
、
豊
島
支
部

青
年
部
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
豊
島
支
部
全
体

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

20
年
は
６
人
の
新
し
い
仲
間

を
迎
え
21
年
１
月
１
日
現
勢
は

20
人
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度

も
部
員
拡
大
と
新
た
な
活
動
参

加
者
の
発
掘
を
目
指
し
ま
す
。

元
気
な
声
掛
け
で
、

仲
間
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

学
び
は
若
さ
の
秘
訣

今
な
お
成
長
真
直
中
！

コロナに負けず頑張ります

活性化を目指して議論

豊寿クラブ総会の様子

【今後の拡大行動日程】
第３次・４月２７、２８日（火・水）

第４次・５月１１、１２日（火・水）

第５次・５月２０、２１日（木・金）

第６次・５月２７・２８日（木・金）

【
組
織
部
発
】
拡
大
行
動
に

ご
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

現
在
、
春
の
拡
大
は
昨
年
と

比
較
し
て
順
調
に
推
移
し
て
い

ま
す
が
、
脱
退
予
定
者
の
数
が

昨
年
を
上
回
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
全
分
会
が
目
標
を
達
成

し
、
増
勢
で
６
月
１
日
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

ま
た
拡
大
の
声
掛
け
と
同
時

に
、
『
困
っ
て
い
る
こ
と
が
無

2020年４月１日から東京都で自転車を乗る方の賠償保険への
加入が義務化されています。下記の一覧をチェックして加入が
無ければ、ぜひどけん共済会にてご加入下さい。

一家に１つ自転車（賠償特約）保険を！


